
「ＣＳ白書」について
－ 「地域とともにある学校づくり」のススメ －

R6.7社会教育課

「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動を一体的に推進させることで，学校は化学する」

学校運営協議会を導入している学校の推移
（ ％）（ 校数）

1 2 4 10 15
29

70
105 121

192

266
300 309 329

346

6.7 17.5
26.5

31.6

50.7

72.3

81.3
84.0 

90.6
95.1

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100

0

50

100

150

200

250

300

350

400

H19 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5
※□内の数値は、小中学校及び義務教育学校における設置割合

 小中学校のコミュニティ・スクール（学校運営協議会）の導入について、R5年度時
点で95％を超えるなど「地域とともにある学校」づくりの基盤は確実に進んでいる。

コミュニティ・スクール（学校運営協議会）の状況

コミュニティ・スクール（学校運営協議会）の課題

 一部のコミュニティ・スクール（学校運営協議会）では、学校からの説明・報告が
主たる内容となり、関係者が当事者意識を持って議論を重ねることができていない。

十分な協議がなされず
形式的な学校運営協議会

会議を開催することが目的化

令和5年度「地域とともにある学校」づくり推進タスクフォースの設置

• コミュニティ・スクールの成果・課題の検証
• 県版「地域とともにある学校」の具体的なビジョンの検討

充実 解決

■構成員
• 小学校（国東市・日出町・佐伯市）
• 中学校（豊後高田市・別府市・大分市・豊後大野市）
• 高等学校（久住高原農業高校）
• 学校運営協議会委員（別府市・日田市）
• 地域学校協働活動推進員（国東市・由布市）
• 市教委学校教育課（臼杵市・由布市）
• 市教委社会教育課（中津市・宇佐市）
• 有識者（玖珠町CSマイスター）
• 県教委（教育改革・企画課・社会教育課）
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